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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連結器を介して外部の電源から供給された電力を蓄電機構に蓄える電気システムが搭載
された車両の制御装置であって、
　前記連結器が車両に接続された場合に、前記連結器が車両に接続されたことを表わす接
続信号が入力される第１の制御ユニットと、
　前記第１の制御ユニットよりも動作周波数が高く、かつ前記連結器が車両に接続された
場合に、前記接続信号が入力される第２制御ユニットとを備え、
　前記第１の制御ユニットは、前記接続信号が入力されると前記第２の制御ユニットを起
動し、
　前記第２の制御ユニットは、
　起動した状態において、前記蓄電機構を充電するように前記電気システムを制御し、
　前記接続信号の入力が停止すると、前記蓄電機構の充電を停止するように前記電気シス
テムを制御する、車両の制御装置。
【請求項２】
　前記第２の制御ユニットは、
　前記蓄電機構の充電中において、前記蓄電機構が充電中であることを表わす充電信号を
前記第１の制御ユニットに送信し、
　前記蓄電機構の充電を停止すると、前記充電信号の送信を停止し、
　前記第１の制御ユニットは、前記充電信号が停止すると、前記第２の制御ユニットを停
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止する、請求項１に記載の車両の制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両の制御装置に関し、特に、連結器を介して車両の外部の電源から供給さ
れた電力を蓄電機構に蓄える電気システムを制御する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ハイブリッド車、電気自動車、燃料電池車など、電動モータを駆動源として
用いる車両が知られている。このような車両には、電動モータに供給する電力を蓄えるバ
ッテリなどの蓄電機構が搭載される。バッテリには、回生制動時に発電された電力、もし
くは車両に搭載された発電機が発電した電力が蓄えられる。
【０００３】
　ところで、たとえば家屋の電源など、車両の外部の電源から車両に搭載されたバッテリ
に電力を供給して充電する車両もある。家屋に設けられたコンセントと、車両に設けられ
たコネクタとをケーブルで連結することにより、家屋の電源から車両のバッテリに電力が
供給される。以下、車両の外部に設けられた電源により車両に搭載されたバッテリを充電
する車両をプラグイン車とも記載する。
【０００４】
　通常、プラグイン車の充電は、プラグイン車を駐車場などに停車した状態で行なわれる
。すなわち、イグニッションスイッチがオフであるため、プラグイン車に搭載された電気
システムを制御するＥＣＵ（Electronic Control Unit）が停止した状態（ＥＣＵへの電
力供給が停止した状態）において、バッテリを充電するためにケーブルがプラグイン車に
接続される。したがって、バッテリを充電するためには、ケーブルがプラグイン車に接続
された場合にＥＣＵを起動する必要がある。このような課題に対応した技術が、特開平１
０－３０４５８２号公報（特許文献１）に開示されている。
【０００５】
　特開平１０－３０４５８２号公報は、給電コイルと電磁結合される充電コイルに発生す
る誘導電流により電池を充電するインダクティブ充電装置において、給電コイルが充電コ
イルに対し電磁結合可能な充電用位置にある場合に通信可能な状態になり、この状態にお
ける給電装置との通信に応じて起動信号を出力する通信装置と、この通信装置からの起動
信号により起動され、充電コイルの電流による電池の充電を制御する充電制御装置と、を
有し、給電コイルが充電用位置にある場合に、通信装置による通信に基づいて充電制御装
置を起動して、充電を開始できるインダクティブ充電装置を開示する。
【０００６】
　この公報に記載のインダクティブ充電装置によれば、充電開始時、給電コイルが充電用
位置におかれると、通信装置が通信可能な状態になる。たとえば、給電コイルが充電用位
置にあるときに閉じるリミットスイッチを設けておき、リミットスイッチが閉じている間
は通信装置に電流が供給されるようにする。この状態で通信装置は給電装置との通信を行
い、通信に応じて起動信号を出力する。これにより充電制御装置が起動され、充電制御装
置の制御の下で電池への充電が行われる。
【特許文献１】特開平１０－３０４５８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、プラグイン車においては、バッテリの充電中に、ケーブルがプラグイン車か
ら取外される場合がある。バッテリを充電している最中、すなわちケーブルに電力が流れ
ている最中にケーブルがプラグイン車から取外されると、ケーブルの端子においてアーク
が発生する場合があり得る。アークにより、端子が劣化し得る。しかしながら、特開平１
０－３０４５８２号公報においては、ケーブルがプラグイン車から取外された場合に充電
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を停止するための好適な技術は何等開示されていない。
【０００８】
　本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであって、その目的は、充電を速
やかに停止することができる車両の制御装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１の発明に係る車両の制御装置は、連結器を介して外部の電源から供給された電力を
蓄電機構に蓄える電気システムが搭載された車両の制御装置である。この制御装置は、連
結器が車両に接続された場合に、連結器が車両に接続されたことを表わす接続信号が入力
される第１の制御ユニットと、第１の制御ユニットよりも動作周波数が高く、かつ連結器
が車両に接続された場合に、接続信号が入力される第２制御ユニットとを備える。第１の
制御ユニットは、信号が入力されると第２の制御ユニットを起動する。第２の制御ユニッ
トは、起動した状態において、蓄電機構を充電するように電気システムを制御し、接続信
号の入力が停止すると、蓄電機構の充電を停止するように電気システムを制御する。
【００１０】
　この構成によると、車両に搭載された電気システムは、連結器を介して車両の外部の電
源から供給された電力を蓄電機構に蓄える。第１の制御ユニットおよび第２の制御ユニッ
トには、連結器が車両に接続された場合に、連結器が車両に接続されたことを表わす接続
信号が入力される。第１の制御ユニットは、信号が入力されると第２の制御ユニットを起
動する。第１の制御ユニットよりも動作周波数が高い第２の制御ユニットは、起動した状
態において、蓄電機構を充電するように電気システムを制御する。この第２の制御ユニッ
トは、接続信号の入力が停止すると、蓄電機構の充電を停止するように電気システムを制
御する。これにより、接続信号の入力が停止した場合、すなわち、連結器が車両から取外
された場合には、動作周波数がより高いために接続信号の入力が停止したことを第１の制
御ユニットに比べて早く検出できる第２の制御ユニットにより充電を停止することができ
る。そのため、たとえば、接続信号の入力が停止した場合に第１の制御ユニットが第２制
御ユニットを停止することにより充電を停止する場合に比べて、速やかに充電を停止する
ことができる。その結果、充電を速やかに停止することができる車両の制御装置を提供す
ることができる。
【００１１】
　第２の発明に係る車両の制御装置においては、第１の発明の構成に加え、第２の制御ユ
ニットは、蓄電機構の充電中において、蓄電機構が充電中であることを表わす充電信号を
第１の制御ユニットに送信し、蓄電機構の充電を停止すると、充電信号の送信を停止する
。第１の制御ユニットは、充電信号が停止すると、第２の制御ユニットを停止する。
【００１２】
　この構成によると、蓄電機構の充電中において、蓄電機構が充電中であることを表わす
充電信号が第２の制御ユニットから第１の制御ユニットに送信される。また、蓄電機構の
充電が停止されると、充電信号の送信が停止される。充電信号が停止されると、第１の制
御ユニットにより第２の制御ユニットが停止される。これにより、充電を停止した状態に
おいて第２の制御ユニットが消費する電力を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同一である。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰返さない。
【００１４】
　図１を参照して、本発明の実施の形態に係る制御装置を搭載したハイブリッド車につい
て説明する。このハイブリッド車には、エンジン１００と、ＭＧ（Motor Generator）２
００と、インバータ３００と、第１コンバータ４１０と、第２コンバータ４２０と、ＤＣ
／ＤＣコンバータ４３０と、第１バッテリパック５１０と、第２バッテリパック５２０と
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、補機バッテリ５３０と、充電器６００と、電源ＥＣＵ１１００と、ＨＶ＿ＥＣＵ１２０
０とが搭載される。なお、電源ＥＣＵ１１００およびＨＶ＿ＥＣＵ１２００は複数のＥＣ
Ｕに分割するようにしてもよい。
【００１５】
　このハイブリッド車の電気システムは、ＭＧ（Motor Generator）２００と、インバー
タ３００と、第１コンバータ４１０と、第２コンバータ４２０と、ＤＣ／ＤＣコンバータ
４３０と、第１バッテリパック５１０と、第２バッテリパック５２０と、補機バッテリ５
３０と、充電器６００とを含む。
【００１６】
　ハイブリッド車は、エンジン１００およびＭＧ２００の少なくともいずれか一方からの
駆動力により走行する。ハイブリッド車の代わりに、ＭＧ２００の駆動力のみにより走行
する電気自動車、燃料電池車などを用いるようにしてもよい。
【００１７】
　ＭＧ２００は、三相交流モータである。ＭＧ２００は、第１バッテリパック５１０およ
び第２バッテリパック５２０に蓄えられた電力により駆動する。ＭＧ２００には、インバ
ータ３００により直流から交流に変換された電力が供給される。
【００１８】
　ＭＧ２００の駆動力は車輪に伝えられる。これにより、ＭＧ２００はエンジン１００を
アシストしたり、ＭＧ２００からの駆動力により車両を走行させたりする。一方、ハイブ
リッド車の回生制動時には、車輪によりＭＧ２００が駆動されることにより、ＭＧ２００
が発電機として作動される。これによりＭＧ２００は、制動エネルギを電力に変換する回
生ブレーキとして作動する。ＭＧ２００により発電された電力は、インバータ３００によ
り交流から直流に変換された後、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５
２０に蓄えられる。
【００１９】
　第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０は、複数のバッテリセルを
一体化したバッテリモジュールを、さらに複数直列に接続して構成された組電池である。
第１バッテリパック５１０からの放電電圧および第１バッテリパック５１０への充電電圧
は、第１コンバータ４１０により調整される。第２バッテリパック５２０からの放電電圧
および第２バッテリパック５２０への充電電圧は、第２コンバータ４２０により調整され
る。第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０の最大蓄電量などの仕様
は同じでもよく、異なっていてもよい。
【００２０】
　補機バッテリ５３０の容量および電圧は、第１バッテリパック５１０および第２バッテ
リパック５２０の容量および電圧よりも小さい。
【００２１】
　第１コンバータ４１０および第２コンバータ４２０は、並列に接続される。第１コンバ
ータ４１０に第１バッテリパック５１０が接続される。第２コンバータ４２０に第２バッ
テリパック５２０が接続される。したがって、第１バッテリパック５１０および第２バッ
テリパック５２０は、第１コンバータ４１０および第２コンバータ４２０を介して並列に
接続される。インバータ３００は、第１コンバータ４１０および第２コンバータ４２０の
間に接続される。
【００２２】
　第１コンバータ４１０および第１バッテリパック５１０の間には、ＤＣ／ＤＣコンバー
タ４３０が第１コンバータ４１０に対して並列に接続される。ＤＣ／ＤＣコンバータ４３
０は、電圧を調整する。ＤＣ／ＤＣコンバータ４３０から出力された電力は補機バッテリ
５３０に蓄えられる。
【００２３】
　第１バッテリパック５１０の正極端子および負極端子には、充電器６００が接続される
。したがって、充電器６００に対して、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパ
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ック５２０は並列に接続される。なお、バッテリの代わりに、キャパシタ（コンデンサ）
を用いるようにしてもよい。充電器６００からバッテリパックには、直流電流が供給され
る。すなわち、充電器６００は、交流電流を直流電流に変換する。また、充電器６００は
、電圧を昇圧する。
【００２４】
　充電器６００は、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０を充電す
る際、ハイブリッド車の外部から、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック
５２０に電力を供給する。なお、充電器６００をハイブリッド車の外部に設置するように
してもよい。
【００２５】
　充電器６００の内部には、電圧センサ６０２が設けられる。電圧センサ６０２により検
出された電圧値を表わす信号はＨＶ＿ＥＣＵ１２００に送信される。電圧センサ６０２に
より、外部の電源の電圧が、ハイブリッド車の内部で検出される。充電器６００は、充電
コネクタ６０４に接続される充電ケーブルを介して、外部の電源と接続される。充電器６
００を介して第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０が外部の電源に
接続される。
【００２６】
　以下、電源ＥＣＵ１１００およびＨＶ＿ＥＣＵ１２００について説明する。電源ＥＣＵ
１１００およびＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ
（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）などから構成されるコンピュー
タである。
【００２７】
　電源ＥＣＵ１１００およびＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、補機バッテリ５３０から供給され
る電力により作動する。電源ＥＣＵ１１００は、補機バッテリ５３０から電力が供給され
る間、常に起動している。ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、起動した状態および停止した状態（
電力の供給が遮断された状態）を切換えるように電源ＥＣＵ１１００により制御される。
【００２８】
　電源ＥＣＵ１１００は、ＩＧ信号をＨＶ＿ＥＣＵ１２００に送信することにより、ＨＶ
＿ＥＣＵ１２００が起動した状態および停止した状態を切換える。ＩＧ信号を用いてＩＧ
＿ＯＮ指令が出力された場合、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が起動する。ＩＧ信号を用いてＩＧ
＿ＯＦＦ指令が出力された場合、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が停止する。
【００２９】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００の動作周波数は、電源ＥＣＵ１１００よりも高い。すなわち、Ｈ
Ｖ＿ＥＣＵ１２００は、電源ＥＣＵ１１００よりも速いサンプリングタイミングで動作す
る。
【００３０】
　電源ＥＣＵ１１００は、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００の起動が主な機能であるため、動作周波
数が低くても大きな問題はないからである。一方、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、少なくとも
エンジン１００、インバータ３００、第１コンバータ４１０、第２コンバータ４２０およ
び充電器６００を制御する。したがって、比較的高い動作周波数が要求される。
【００３１】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００には、電圧センサ１０１１～１０１３、および電流センサ１０２
１～１０２４から信号が入力される。
【００３２】
　電圧センサ１０１１は、第１バッテリパック５１０の電圧値を検出する。電圧センサ１
０１２は、第２バッテリパック５２０の電圧値を検出する。電圧センサ１０１３は、シス
テム電圧値（第１コンバータ４１０と第２コンバータ４２０との間の区間における電圧値
）を検出する。
【００３３】
　電流センサ１０２１は、第１バッテリパック５１０から放電される電流値または第１バ



(6) JP 4254890 B2 2009.4.15

10

20

30

40

50

ッテリパック５１０に充電される電流値を検出する。電流センサ１０２２は、第２バッテ
リパック５２０から放電される電流値または第２バッテリパック５２０に充電される電流
値を検出する。電流センサ１０２３は、充電器６００から第１バッテリパック５１０およ
び第２バッテリパック５２０に供給される電流値を検出する。電流センサ１０２４は、充
電ケーブル７００を介してハイブリッド車の外部の電源から供給される電流値（交流電流
値）を検出する。
【００３４】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００には、さらに、温度センサ１０３１から、第１バッテリパック５
１０の温度を表わす信号が、温度センサ１０３２から、第２バッテリパック５２０の温度
を表わす信号が入力される。
【００３５】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、これらのセンサから入力される電圧値および電流値などに基
づいて、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０の残存容量（ＳＯＣ
：State Of Charge）を算出する。なお、残存容量の算出方法は、周知の一般的な技術を
利用すればよいため、ここではその詳細な説明は繰返さない。
【００３６】
　図２を参照して、充電ケーブル７００について説明する。充電ケーブル７００は、コネ
クタ７１０と、プラグ７２０と、ＣＣＩＤ（Charging Circuit Interrupt Device）７３
０とを含む。充電ケーブル７００は、ＥＶＳＥ（Electric Vehicle Supply Equipment）
に相当する。
【００３７】
　充電ケーブル７００のコネクタ７１０は、ハイブリッド車に設けられた充電コネクタ６
０４に接続される。コネクタ７１０には、スイッチ７１２が設けられる。充電ケーブル７
００のコネクタ７１０が、ハイブリッド車に設けられた充電コネクタ６０４に接続された
状態でスイッチ７１２が閉じると、充電ケーブル７００のコネクタ７１０が、ハイブリッ
ド車に設けられた充電コネクタ６０４に接続された状態であることを表わすコネクタ信号
ＣＮＣＴが電源ＥＣＵ１１００およびＨＶ＿ＥＣＵ１２００に入力される。
【００３８】
　スイッチ７１２は、充電ケーブル７００のコネクタ７１０をハイブリッド車の充電コネ
クタ６０４に係止する係止金具に連動して開閉する。係止金具は、コネクタ７１０に設け
られたボタンを操作者が押すことにより揺動する。
【００３９】
　たとえば、充電ケーブル７００のコネクタ７１０がハイブリッド車に設けられた充電コ
ネクタ６０４に接続した状態で、操作者が、図３に示すコネクタ７１０のボタン７１４か
ら指を離した場合、係止金具７１６がハイブリッド車に設けられた充電コネクタ６０４に
係合するとともに、スイッチ７１２が閉じる。操作者がボタン７１４を押すと、係止金具
７１６と充電コネクタ６０４との係合が解除されるとともに、スイッチ７１２が開く。な
お、スイッチ７１２を開閉する方法はこれに限らない。
【００４０】
　図２に戻って、充電ケーブル７００のプラグ７２０は、家屋に設けられたコンセント８
０２に接続される。コンセント８０２には、ハイブリッド車の外部の電源８００から交流
電力が供給される。
【００４１】
　ＣＣＩＤ７３０は、リレー７３２およびコントロールパイロット回路７３４を有する。
リレー７３２が開いた状態では、ハイブリッド車の外部の電源８００からハイブリッド車
へ電力を供給する経路が遮断される。リレー７３２が閉じた状態では、ハイブリッド車の
外部の電源８００からハイブリッド車へ電力を供給可能になる。リレー７３２の状態は、
充電ケーブル７００のコネクタ７１０がハイブリッド車の充電コネクタ６０４に接続され
た状態でＨＶ＿ＥＣＵ１２００により制御される。
【００４２】
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　コントロールパイロット回路７３４は、充電ケーブル７００のプラグ７２０がコンセン
ト８０２、すなわち外部の電源８００に接続され、かつコネクタ７１０がハイブリッド車
に設けられた充電コネクタ６０４に接続された状態において、コントロールパイロット線
にパイロット信号（方形波信号）ＣＰＬＴを送る。
【００４３】
　パイロット信号は、コントロールパイロット回路７３４内に設けられた発振器から発振
される。パイロット信号は、発振器の動作が遅れる分だけ遅れて出力されたり停止された
りする。
【００４４】
　コントロールパイロット回路７３４は、充電ケーブル７００のプラグ７２０がコンセン
ト８０２に接続されると、コネクタ７１０がハイブリッド車に設けられた充電コネクタ６
０４から外されていても、一定のパイロット信号ＣＰＬＴを出力し得る。ただし、コネク
タ７１０がハイブリッド車に設けられた充電コネクタ６０４から外された状態で出力され
たパイロット信号ＣＰＬＴを、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は検出できない。
【００４５】
　充電ケーブル７００のプラグ７２０がコンセント８０２に接続され、かつコネクタ７１
０がハイブリッド車の充電コネクタ６０４に接続されると、コントロールパイロット回路
７３４は、予め定められたパルス幅（デューティサイクル）のパイロット信号ＣＰＬＴを
発振する。
【００４６】
　パイロット信号ＣＰＬＴのパルス幅により、充電ケーブル７００の電流容量（充電ケー
ブル７００が供給可能な電流値）がハイブリッド車に通知される。パイロット信号ＣＰＬ
Ｔのパルス幅は、外部の電源８００の電圧および電流に依存せずに一定である。
【００４７】
　一方、用いられる充電ケーブルの種類が異なれば、パイロット信号ＣＰＬＴのパルス幅
は異なり得る。すなわち、パイロット信号ＣＰＬＴのパルス幅は、充電ケーブルの種類毎
に定められ得る。
【００４８】
　本実施の形態においては、充電ケーブル７００によりハイブリッド車と外部の電源８０
０とが連結された状態において、外部の電源８００から供給された電力がバッテリパック
に充電される。
【００４９】
　すなわち、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０を充電するよう
に、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が電気システム、特に、第１コンバータ４１０、第２コンバー
タ４２０および充電器６００を制御する。
【００５０】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、バッテリパックの充電中において、バッテリパックが充電中
であることを表わす充電信号を電源ＥＣＵ１１００およびＣＣＩＤ７３０に送信する。バ
ッテリパックの充電が停止されると、充電信号の送信が停止される。
【００５１】
　本実施の形態において、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、バッテリパックの充電中に、コネク
タ信号ＣＮＣＴの入力が停止すると、充電を停止するとともに充電信号の送信を停止する
。電源ＥＣＵ１１００は、充電信号が停止すると、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００を停止する。
【００５２】
　図４を参照して、電源ＥＣＵ１１００およびＨＶ＿ＥＣＵ１２００の機能について説明
する。なお、以下に説明する機能はハードウェアにより実現してもよく、ソフトウェアに
より実現してもよい。
【００５３】
　電源ＥＣＵ１１００は、起動部１１０２および停止部１１０４を備える。起動部１１０
２は、コネクタ信号ＣＮＣＴが入力されると、ＩＧ信号を用いてＩＧ＿ＯＮ指令を出力す
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ることにより、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００を起動する。停止部１１０４は、ＨＶ＿ＥＣＵ１２
００からの充電信号が停止すると、ＩＧ信号を用いてＩＧ＿ＯＦＦ指令を出力することに
より、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００を停止する。
【００５４】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、充電制御部１２０２と、信号送信部１２０４とを備える。充
電制御部１２０２は、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が起動した状態において、予め定められた充
電条件が満たされた場合、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０を
充電するように、ハイブリッド車の電気システムを制御する。
【００５５】
　充電条件は、たとえば、コネクタ信号ＣＮＣＴが入力されるという条件、パイロット信
号ＣＰＬＴが入力されるという条件およびハイブリッド車の内部で検出される電源８００
の電圧（電圧センサ６０２により検出される電圧）がしきい値以上であるという条件を含
む。なお、充電条件はこれに限らない。
【００５６】
　また、充電制御部１２０２は、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５
２０の充電中にコネクタ信号ＣＮＣＴの入力が停止すると、第１バッテリパック５１０お
よび第２バッテリパック５２０の充電を停止する。すなわち、充電を停止するように、ハ
イブリッド車の電気システムが制御される。
【００５７】
　信号送信部１２０４は、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０の
充電中において、充電信号を送信する。また、信号送信部１２０４は、第１バッテリパッ
ク５１０および第２バッテリパック５２０の充電が停止されると、充電信号の送信を停止
する。
【００５８】
　図５を参照して、電源ＥＣＵ１１００が実行するプログラムの制御構造について説明す
る。なお、以下に説明するプログラムは、たとえば電源ＥＣＵ１１００のＲＯＭに記憶さ
れる。
【００５９】
　ステップ（以下、ステップをＳと略す）１００にて、電源ＥＣＵ１１００は、ＨＶ＿Ｅ
ＣＵ１２００が停止した状態（イグニッションスイッチがオフである状態）であるか否か
を判断する。ＨＶ＿ＥＣＵ１２００の起動および停止は、電源ＥＣＵ１１００が制御して
いるため、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が停止した状態であるか否かは、電源ＥＣＵ１１００の
内部で判断される。ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が停止した状態であると（Ｓ１００にてＹＥＳ
）、処理はＳ１０２に移される。もしそうでないと（Ｓ１００にてＮＯ）、処理はＳ１０
６に移される。
【００６０】
　Ｓ１０２にて、電源ＥＣＵ１１００は、コネクタ信号ＣＮＣＴが入力されているか否か
を判断する。コネクタ信号ＣＮＣＴが入力されていると（Ｓ１０２にてＹＥＳ）、処理は
Ｓ１０４に移される。もしそうでないと（Ｓ１０２にてＮＯ）、処理はＳ１００に戻され
る。
【００６１】
　Ｓ１０４にて、電源ＥＣＵ１１００は、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００を起動する。Ｓ１０６に
て、電源ＥＣＵ１１００は、充電信号を受信した履歴があるか否かを判断する。充電信号
を受信した履歴があると（Ｓ１０６にてＹＥＳ）、処理はＳ１０８に移される。もしそう
でないと（Ｓ１０６にてＮＯ）、処理はＳ１１０に移される。
【００６２】
　Ｓ１０８にて、電源ＥＣＵ１１００は、充電振動が停止したか否かを判断する。充電信
号が停止すると（Ｓ１０８にてＹＥＳ）、処理はＳ１１２に移される。もしそうでないと
（Ｓ１０８にてＮＯ）、処理はＳ１００に戻される。
【００６３】
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　Ｓ１１０にて、電源ＥＣＵ１１００は、コネクタ信号ＣＮＣＴが停止したか否かを判断
する。コネクタ信号ＣＮＣＴが停止すると（Ｓ１１０にてＹＥＳ）、処理はＳ１１２に移
される。もしそうでないと（Ｓ１１０にてＮＯ）、処理はＳ１００に戻される。Ｓ１１２
にて、電源ＥＣＵ１１００は、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００へ、ＩＧ＿ＯＦＦ指令を送信する。
すなわち、電源ＥＣＵ１１００は、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００を停止する。
【００６４】
　図６を参照して、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が実行するプログラムの制御構造について説明
する。なお、以下に説明するプログラムは、たとえばＨＶ＿ＥＣＵ１２００のＲＯＭに記
憶される。
【００６５】
　Ｓ２００にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、第１バッテリパック５１０および第２バッテ
リパック５２０の充電を開始するための充電条件が成立したか否かを判断する。充電条件
が成立すると（Ｓ２００にてＹＥＳ）、処理はＳ２０２に移される。もしそうでないと（
Ｓ２００にてＮＯ）、処理はＳ２００に戻される。
【００６６】
　Ｓ２０２にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、第１バッテリパック５１０および第２バッテ
リパック５２０を充電する。Ｓ２０４にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、充電信号を送信す
る。
【００６７】
　Ｓ２０６にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、コネクタ信号ＣＮＣＴが停止したか否かを判
断する。コネクタ信号ＣＮＣＴが停止すると（Ｓ２０６にてＹＥＳ）、処理はＳ２１０に
移される。もしそうでないと（Ｓ２０６にてＮＯ）、処理はＳ２０８に移される。
【００６８】
　Ｓ２０８にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、充電を停止するための停止条件が成立したか
否かを判断する。停止条件は、たとえば、第１バッテリパック５１０および第２バッテリ
パック５２０が満充電されたという条件である。なお、停止条件はこれに限らない。停止
条件が成立すると（Ｓ２０８にてＹＥＳ）、処理はＳ２１０に移される。もしそうでない
と（Ｓ２０８にてＮＯ）、処理はＳ２００に戻される。
【００６９】
　Ｓ２１０にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、充電を停止する。すなわち、充電を停止する
ように、ハイブリッド車の電気システムが制御される。Ｓ２１２にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２
００は、充電信号の送信を停止する。
【００７０】
　Ｓ２１４にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、電源ＥＣＵ１１００からのＩＧ＿ＯＦＦ指令
を受信したか否かを判断する。ＩＧ＿ＯＦＦ指令を受信すると（Ｓ２１４にてＹＥＳ）、
処理はＳ２１６に移される。もしそうでないと（Ｓ２１４にてＮＯ）、処理はＳ２１４に
戻される。Ｓ２１６にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００は、停止する。
【００７１】
　以上のような構造およびフローチャートに基づく、電源ＥＣＵ１１００およびＨＶ＿Ｅ
ＣＵ１２００の機能について説明する。
【００７２】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が停止した状態で（Ｓ１００にてＹＥＳ）、電源ＥＣＵ１１００
にコネクタ信号ＣＮＣＴが入力されると（Ｓ１０２）、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が起動され
る（Ｓ１０４）。
【００７３】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が起動すると、充電条件が成立したか否かが判断される（Ｓ２０
０）。充電条件が成立すると（Ｓ２００にてＹＥＳ）、第１バッテリパック５１０および
第２バッテリパック５２０が充電される（Ｓ２０２）。その後、充電信号がＨＶ＿ＥＣＵ
１２００から電源ＥＣＵ１１００に送信される（Ｓ２０４）。
【００７４】
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　ところで、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパック５２０の充電が完了す
る前でも、たとえばハイブリッド車の走行が要求される場合がある。この場合、ユーザに
より、充電ケーブル７００のコネクタ７１０がハイブリッド車の充電コネクタ６０４から
外される場合がある。このような場合、第１バッテリパック５１０および第２バッテリパ
ック５２０の充電を停止する処理をハイブリッド車の内部において行なわなければならな
い。
【００７５】
　しかしながら、電源ＥＣＵ１１００の動作周波数はＨＶ＿ＥＣＵ１２００の動作周波数
よりも低い。そのため、図７に示すように、電源ＥＣＵ１１００は、充電ケーブル７００
のコネクタ７１０がハイブリッド車の充電コネクタ６０４から外されたこと、すなわちコ
ネクタ信号ＣＮＣＴが停止したことを、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００に対して遅れて検出する。
よって、電源ＥＣＵ１１００からの指令により充電を停止するようにすると、コネクタ信
号ＣＮＣＴが停止してから充電を停止するまでの時間が長くなり得る。
【００７６】
　そこで、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が、コネクタ信号ＣＮＣＴが停止したと判断すると（Ｓ
２０６にてＹＥＳ）、充電が停止される（Ｓ２１０）。これにより、図８に示すように、
電源ＥＣＵ１１００が、コネクタ信号ＣＮＣＴが停止したことを検出するよりも早く、充
電を停止することができる。
【００７７】
　一方、コネクタ信号ＣＮＣＴが入力されていると（Ｓ２０４）、停止条件が成立すれば
（Ｓ２０８にてＹＥＳ）、充電が停止される（Ｓ２１０）。充電が停止された後、充電信
号が停止される（Ｓ２１２）。
【００７８】
　電源ＥＣＵ１１００において、充電信号を受信した履歴がある場合（Ｓ１０６にてＹＥ
Ｓ）、充電信号が停止すると（Ｓ１０８にてＹＥＳ）、電源ＥＣＵ１１００からＨＶ＿Ｅ
ＣＵ１２００へＩＧ＿ＯＦＦ指令が送信される。
【００７９】
　電源ＥＣＵ１１００において、充電信号を受信した履歴がない場合は（Ｓ１０６にてＮ
Ｏ）、コネクタ信号ＣＮＣＴが停止すると（Ｓ１１０にてＹＥＳ）、電源ＥＣＵ１１００
からＨＶ＿ＥＣＵ１２００へＩＧ＿ＯＦＦ指令が送信される。
【００８０】
　ＨＶ＿ＥＣＵ１２００においてＩＧ＿ＯＦＦ指令が受信されると（Ｓ２１４にてＹＥＳ
）、ＨＶ＿ＥＣＵ１２００が停止する（Ｓ２１６）。
【００８１】
　以上のように、本実施の形態に係る車両の制御装置によれば、電源ＥＣＵよりも動作周
波数が高いＨＶ＿ＥＣＵは、コネクタ信号ＣＮＣＴが停止すると、バッテリパックの充電
を停止するようにハイブリッド車の電気システムを制御する。これにより、電源ＥＣＵか
らの指令により充電を停止する場合に比べて、速やかに充電を停止することができる。
【００８２】
　今回開示された実施の形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】ハイブリッド車の電気システムを示す図である。
【図２】充電ケーブルを示す図である。
【図３】充電ケーブルのコネクタを示す図である。
【図４】電源ＥＣＵおよびＨＶ＿ＥＣＵの機能ブロック図である。
【図５】電源ＥＣＵが実行するプログラムの制御構造を示すフローチャートである。
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【図６】ＨＶ＿ＥＣＵが実行するプログラムの制御構造を示すフローチャートである。
【図７】コネクタ信号ＣＮＣＴが停止したことを検出するタイミングを示すタイミングチ
ャートである。
【図８】充電を停止するタイミングを示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
【００８４】
　１００　エンジン、２００　ＭＧ、３００　インバータ、４１０　第１コンバータ、４
２０　第２コンバータ、４３０　ＤＣ／ＤＣコンバータ、５１０　第１バッテリパック、
５２０　第２バッテリパック、５３０　補機バッテリ、６００　充電器、６０２　電圧セ
ンサ、６０４　充電コネクタ、７００　充電ケーブル、７１０　コネクタ、７１２　スイ
ッチ、７１４　ボタン、７１６　係止金具、７２０　プラグ、７３０　ＣＣＩＤ、７３２
　リレー、７３４　コントロールパイロット回路、８００　電源、８０２　コンセント、
１０１１，１０１２，１０１３　電圧センサ、１０２１，１０２２，１０２３，１０２４
　電流センサ、１０３１，１０３２　温度センサ、１１００　電源ＥＣＵ、１１０２　起
動部、１１０４　停止部、１２００　ＨＶ＿ＥＣＵ、１２０２　充電制御部、１２０４　
信号送信部。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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